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 本研究では，連続的な舌突出運動であるリッキングを実験モデルとして，舌運動方向を

制御する神経機構の解明を目指した．実験では，マウス (n = 4) の頭部と身体を行動実験

装置に拘束して，口元に設置したスパウト位置を 3 次元的に変化させることでリッキング

方向を操作した．大脳基底核線条体を構成するマトリックス区画から，リッキング中のニ

ューロン活動をファイバーフォトメトリー法により計測し，ニューロン活動とスパウト位

置との関係について，相関係数，LASSO 回帰，重回帰分析で評価した．その結果，リッキ

ング中の神経活動はスパウト位置が正中から左右方向に離れるほど強まることがわかり，

マトリックス区画のニューロン活動が舌運動方向を表現することが示された． 


